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1.-¥る O 12 Kmの海域である O こ に限らず、

な{霞が

をもっ

庁から発表されて

の記録は従来

は、 O 138.8
0 、 さ20Kmと

なかったO もちろん、 と れば、嘉永s年( 1853 )の小田 のよ

うに、 会

}

さ

かなりある O

めたのは、徳川 ーした 1600年ごろからである O それ以前も

それ以後も である O を少し1bげると、表に があるが、いずれも大

グコ で、これらは火山性の が高い。

1923 )では、

認められなかったO また、プレート@テクトニク

がきわめて小さく、 も な

トラフと

プレートの中

に向..-"")で

あるために、少なくともプきる に抱かれたブイリツピ

レート は考えにくし'0一殻的に言って、

をもって による山地 心配はあったが、 のような きなかったO

グコ ~rtn ヲ~O)

滋
語麿 マグニチュード 位置

北緯 東経

1890 34.30 139.30 5. 7 薪島南方

1却。 34.00 139.50 6.3 宅島

1鈎5 34.80 139. 2
0 6.5 大島陸方

1936 34.50 139. 20 6.3 新島北方

1957 34.30 139.40 6.3 新島東方

1962 34.10 139.50 5.9 宅島

1967 34.20 139'. 10 5.3 神津島

* 静岡大学教養部

(34 sよりつづく)

溶岩は、風化で著しい玉ねぎ状割れ目が生じていた表面部分で崩壊した O
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